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令和 5 年 3 月 5 日（日） 

開場  13:30  開演  14:00 

宮城大学 大和キャンパス本部棟講堂 
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            ご  挨  拶                   

 

『惜別の時』 

 3 月は、学生諸君にとって春休みの時期であると同時に、四年生にとっては社会人としての新たな人生への再出

発のための準備の時期でもある。宮城大学管弦楽団には、1 年当時から在籍してくれたトランペットの藤橋葵さん、

クラリネットの佐藤葵さん、ティンパニの大槻葵さんの３人が新たな旅立ちをする。彼らは、私が関わった数多くの

教え子の中でも記憶に残るであろう印象深い学生達であった。 

 また、宮城大学学長として着任されたと同時に大変お世話になった川上学長が、3月一杯で二期6年の任期を終

えられ、ご退任される。学長ご在任中は、宮城大学管弦楽団及び MYU 杜の混声合唱団（以後、「杜の合唱団」とい

う）の活動等において心強いご支援とご理解をいただき、団員一同感謝の気持ちで一杯である。 

ちなみに、2011 年の東日本大震災の時に、「第九を歌って元気になろう」という西垣前学長のお声がけで開催

された「第九演奏会（以後、「第九」という）」は、区切りである１0 回までは頑張って継続させようと誓い、さらに、こ

の「第九」を宮城大学の風物詩として地域に位置づけようという強い想いが、私を含めた杜の合唱団と管弦楽団の

皆さんの気持ちにあったため、コロナ禍による延期に耐え抜きながらも、昨年の 12月 11日に待望の「第 10回記

念第九演奏会」を開催するに至ったのである。 

この 10 回目の開催は、杜の合唱団の皆さんの並々ならぬ努力があってこそ実現し、成功したことは当然であっ

たが、彼らのパワーの原動力になったのは、もちろん川上学長の力強い支えがあったからであることは言うまでも

ない。 

私事になるが、200４年に馬渡前々学長から宮城大学に管弦楽団の創設を依頼され、宮城大学客員教授（後に

特任教授）として同年に宮城大学管弦楽団を立ち上げ、宮城教育大学教授でもあった私が主宰していた宮教大管

弦楽団と宮城大学管弦楽団の大学連携事業として、数々の演奏会を開催してきた。さらには、西垣前学長が着任さ

れた 2011年に、西垣学長発案による大和キャンパス大階段を利用した「第 1回第九」が開催され、合唱団約 3１0

名、管弦楽団約８0名、合計３９0名近い大編成による画期的でユニークな演奏を繰り広げた。 

この開催を機に、「開かれた宮城大学」をモットーとして、近隣住民との連携を図るための「MYU杜の混声合唱団」

を立ち上げ、近隣市民センターなどを中心に魅力ある「ふれあいコンサート」や「県庁ロビーコンサート」などを管弦

楽団とともに開催してきた。 

そして、現川上学長との「第九演奏会」に継続していくことになるのだが、それにしても、18 年以上の長きに渡っ

て歴代３学長に仕えてこれたことはなんとも感無量のことである。そして、「音楽」という領域には計り知れないパ

ワーがあるのだと実感せずにはいられない。 

今回の演奏会は、退任される川上学長へ感謝の想いを込めて贈らせていただくとともに、卒業していく3人の四

年生に、これからの新しい人生に幸あれと願いながら、心を込めて演奏をしたい。  

 

宮城大学特任教授 渡部勝彦 



 

 

          プ ロ グ ラ ム                             
 

第一部 合唱の調べ 

１．気球にのってどこまでも  作詞：東 龍男  作曲：平吉 毅州 

２．時代         作詞・作曲：中島 みゆき  編曲：山室 紘一          

３．いのちの歌     作詞：Miyabi  作曲：村松 崇継  編曲：富澤 裕 

４．小さな空      作詞・作曲：武満 徹  編曲：ヘニング・ブラウエル 

５．合唱組曲『筑後川』より「ダムにて」  作詞：丸山 豊  作曲：團 伊玖磨 

 

指揮：相澤 富美江  合唱：MYU杜の混声合唱団   ピアノ：市川 恵美 

  

 

第二部 オーケストラの演奏 

1.バッハ作曲 管弦楽組曲第 3番より 「アリア」 

2.モーツアルト作曲 交響曲第 25番より 第 1楽章 

3.アニメ映画主題歌より 「さんぽ」ほか 

 

指揮：渡部 勝彦   管弦楽：宮城大学管弦楽団    ピアノ：市川 恵美 

 

 

第三部 合唱とオーケストラの合同演奏 

１．上を向いて歩こう  作詞：永 六輔  作曲：中村 八代 

２．遠くへ行きたい   作詞：永 六輔  作曲：中村 八代  編曲：久石 譲 

３．見上げてごらん夜の星を 作詞：永 六輔 作曲：いずみたく 編曲：今村 康 

４．予感  作詞：片岡 輝  作曲：大熊 崇子 

 

指揮：渡部 勝彦   管弦楽：宮城大学管弦楽団   ピアノ：市川 恵美    

合唱：MYU杜の混声合唱団   

 



 

 

          出  演  者                          
◆渡部 勝彦（宮城大学管弦楽団・MYU杜の混声合唱団音楽総監督） 

宮城大学特任教授、宮城教育大学名誉教授、（公社）宮城県芸術協会執行理事、 

  宮城県栗原市「ドリーム・アンバサダー（夢大使）」、エマイユ・フィルハーモニック音楽総監督兼常任指揮者、混声

合唱団みやぎコーラルハーモニー音楽総監督兼常任指揮者、宮城大学管弦楽団音楽総監督、一関市民オーケスト

ラ音楽監督兼常任指揮者、MYU杜の混声合唱団音楽総監督、二本松市あだたら混声合唱協会常任指揮者。 

 

◆相澤 富美江（MYU杜の混声合唱団 音楽監督） 

 声楽家（ソプラノ）、合唱指揮者。宮城大学非常勤講師、エキナカ大学（仙台市主催）等の市民講座の講師も務める。

MYU 杜の混声合唱団音楽監督、コール・フォレスト、 フレンドハーモニー、コール・ひまわり各指揮者、みやぎコ

ーラルハーモニー指揮者、 （公社）宮城県芸術協会、オルガンとカンタータの会、各会員。 

 

◆市川 恵美（MYU杜の混声合唱団 ピアニスト） 

 泉音楽院講師、聖和学園高等学校非常勤講師、MYU杜の混声合唱団ピアニスト、 

  （公社）宮城県芸術協会正会員。 

 

宮城大学管弦楽団:  団長 鈴木 風花 

・ 第一ヴァイオリン ： 加賀山 奈央、 佐藤 雪音、 中嶋 祥惠、 菊池 美香子 

・  第二ヴァイオリン ： 西野 有、庄司 宙希、 桶田 美奈子、 髙橋 真美 

・  ヴィオラ      ： 後藤 優佳、  佐藤 拓、 安田 史恵 

・  チェロ       ：  播磨 勤、 長谷川 杏子、 奥山 雅敏 

・  コントラバス   ：  草苅 恭、 猿橋 琉太  ・ クラリネット ：佐藤 葵、 髙橋 萌  

・  フル－ﾄ       ：  永原 尚子          ・ オーボエ ： 後藤 美幸   ・ トランペット： 藤橋 葵       

・  トロンボーン    ：  鈴木 風花            ・ ティンパニ： 大槻 葵    

   

 

MYU杜の混声合唱団: 団長 江橋 健一 

◇ ソプラノ  :  明石 久美子、安孫子 奈美、安保 かおる、太田 博子、岸 徳子、菅原 幸子、 

高嶋 伸子、高塒 諭喜子、田中 美代子、中澤 律子、武者 真理、町田 エミ 

◇ アルト   ：  木村 せつ子、熊谷 佳応子、鈴木 悦子、東浜 由美子、中村 幸子、 西川 惠子、 

松永 恭子、山田 一子、渡沼 恭子 

◇ テノール :  太田 裕文、河合 研二、松永 忠久 

◇ バ   ス  :  江橋 健一、岸 昭正、篠崎 淳、嶋田 晶治、田中 良信、松下 茂  


